
 
 

もののほん 2

D f E に つ い て  

D f E と は 「 製 品 の ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 に わ た っ て 環

境 に 配 慮 し た 設 計 」で あ る 。設 計 方 針 の 一 つ 3 R（ R e d u c e 、

R e u s e 、 R e c y c l e ） の 適 用 に つ い て 述 べ る 。  

1 . R e d u c e ( 省 資 源 )  

 ま ず 優 先 す べ き は 、 使 用 す る 資 源 を 少 な く す る こ と

で あ る 。 廃 棄 物 の 量 や 輸 送 エ ネ ル ギ ー の 削 減 に つ な が

る 。 具 体 的 に は 部 品 形 状 の ト ポ ロ ジ ー 最 適 化 と A M 製

造 に よ り 最 小 限 の 体 積 で 部 品 を 設 計 製 造 す る 。 留 意 点

と し て 製 造 効 率 も 含 め て 環 境 負 荷 が 小 さ い ほ う を 選 択

す る こ と 。  

2 . R e u s e （ 再 使 用 ）  

 次 に 優 先 す べ き は 、 使 え る 部 品 は 再 使 用 す る こ と で

あ る 。 具 体 的 に は モ ジ ュ ー ル 設 計 を 推 進 し モ ジ ュ ー ル

毎 に 交 換 、 再 使 用 で き る シ ス テ ム を 構 築 す る 。 留 意 点

と し て 品 質 リ ス ク が 無 い こ と や 関 わ る メ ン テ ナ ン ス コ

ス ト を 含 め て 判 断 す る こ と 。  

3 . R e c y c l e ( 再 資 源 化 )  

次 に 、 再 資 源 化 が 容 易 な 設 計 を 行 う こ と 。 具 体 的 に

は 回 収 し た 製 品 が 容 易 に 素 材 ご と に 分 別 ・ 分 解 で き る

よ う に 設 計 す る 。 材 質 を 部 品 に 記 載 し 分 別 に 与 す る 情

報 を 刻 印 す る 等 が 挙 げ ら れ る 。 樹 脂 な ど は 再 生 し た 際

に 分 子 量 が 小 く な る こ と に よ る 物 性 変 化 が 起 き る の で

留 意 す る 。                以 上  


